
 

 

 

１．研究課題名：S2-12 環境化学物質による発達期の神経系ならびに免疫系への影響にお

けるメカニズムの解明  

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

伏木信次、 

京都府公立大学法人 京都府立医科大学大学院医学研究科 

 

３．研究実施期間：平成 22～25年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

    環境中の化学物質が小児の発育に及ぼす影響を明らかにするために大規模疫学調査

（エコチル調査）が開始されるのにともない、疫学研究と連携しそれを補完するための

実験毒性学研究の重要性は増している。 

本研究課題では、相互に連携しつつ生体機能を統御する高次システムである神経系と

免疫系（特にアレルギー疾患）を対象として、環境中の化学物質がどのような仕組みで

発達途上の神経系やアレルギー疾患の増悪に関わるのかを動物実験により明らかにしよ

うとするものである。 

発達障害児やアレルギー疾患児の増加に対する実験科学的根拠を与えることによっ

て、環境化学物質に対する人類の賢明かつ適切な対応施策の立案に貢献することが期待

される。 

   

５．研究項目及び実施体制 

   サブテーマ（１）： 

環境化学物質への曝露による脳形成・発達への影響とそのメカニズムの解明、 

京都府公立大学法人 京都府立医科大学 

   サブテーマ（２）： 

環境化学物質によるアレルギー疾患増悪メカニズムの解明とスクリーニング手法の

開発、独立行政法人国立環境研究所、国立成育医療センター、大分県立看護科学大

学 

 

 

 

 

 

 



 

 

６．研究のイメージ 

 


